
入
で
計
17
億
円
を
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
事
業
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
ま
す
。

○
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

　
会
計

　
年
間
２
０
０
日
の
開
催
を
予

定
し
、
収
益
的
収
支
は
98
億
８

２
８
０
万
円
の
黒
字
予
算
で
す
。

こ
の
会
計
か
ら
一
般
会
計
に
２

億
７
８
４
０
万
円
、
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
に
６
億
８

千
万
円
、
下
水
道
事
業
会
計
に

８
億
２
千
万
円
、
病
院
事
業
会

計
に
17
億
円
を
支
出
し
ま
す
。

●
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る　

　
条
例
の
一
部
改
正

  （
第
12
号
議
案
）

　
外
国
籍
の
生
活
保
護
受
給
者

に
対
し
て
、
個
人
番
号
を
利
用

し
て
保
護
事
務
の
取
扱
い
を
行

え
る
よ
う
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

●
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
外
国
籍
者
で
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
る
数
は
。

答　
令
和
５
年
２
月
中
旬
で
は
、

10
世
帯
、
16
人
で
す
。

●
本
会
議
で
の
主
な
論
点

賛
成
日
本
国
籍
の
生
活
保
護
受

給
者
と
同
様
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
制
度
の
本
格
導
入
後
は
、

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
外

国
籍
の
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
用
い
て
医
療
に
か
か
る

た
め
に
は
、
今
回
の
改
正
が
必

要
と
な
る
。

反
対
情
報
漏
え
い
に
対
す
る
不

安
が
拭
え
な
い
た
め
、
個
人
番

号
を
利
用
す
る
よ
う
な
取
組
に

は
反
対
で
あ
る
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部　
　

　
改
正

  （
第
16
号
議
案
）

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
被
保
険
者
が
令
和
５

年
４
月
１
日
以
後
に
出
産
し
た

と
き
支
給
す
る
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
額
を
42
万
円
か
ら
50

万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

●
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
今
回
、
出
産
一
時
金
の
支

給
額
を
引
き
上
げ
る
理
由
は
。

答　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ

る
と
、
出
産
費
用
は
、
こ
こ
10

年
で
平
均
１
・
４
％
増
加
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
社
会
保
障

審
議
会
に
お
い
て
引
き
上
げ
る

べ
き
と
さ
れ
た
も
の
で
す
。

●
市
民
病
院
薬
剤
師
奨
学
金
返　

　
済
支
援
金
貸
与
条
例
の
制
定

  （
第
17
号
議
案
）

　
市
民
病
院
に
令
和
５
年
４
月

１
日
以
後
に
採
用
さ
れ
た
薬
剤

師
で
あ
っ
て
、
日
本
学
生
支
援

機
構
の
奨
学
金
等
の
返
済
義
務

を
負
う
者
に
対
し
、
そ
の
返
済

に
要
す
る
費
用
を
支
援
す
る
た

め
の
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

　

１
月
当
た
り
の
貸
与
額
は
、

奨
学
金
の
１
月
当
た
り
の
返
済

額
か
ら
千
円
未
満
の
端
数
を
切

り
捨
て
た
額
と
し
、
５
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。
貸
与
対
象
期

間
は
、
奨
学
金
の
返
済
が
終
了

す
る
ま
で
又
は
貸
与
の
契
約
に

定
め
ら
れ
た
月
か
ら
７
年
を
経

過
す
る
ま
で
の
い
ず
れ
か
早
い

月
ま
で
と
し
ま
す
。
ま
た
、
貸

与
対
象
期
間
に
相
当
す
る
間
、

継
続
し
て
薬
剤
師
と
し
て
勤
務

し
た
と
き
は
返
済
支
援
金
の
返

還
債
務
の
全
部
を
免
除
し
ま
す
。

●
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
最
近
の
薬
剤
師
の
採
用
状

況
は
。

答　
中
途
採
用
が
、
平
成
30
年

度
、
令
和
元
年
度
及
び
３
年
度

に
１
人
ず
つ
あ
り
ま
し
た
が
、

新
卒
の
採
用
は
、
平
成
29
年
４

月
が
最
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

条
例
の
改
正
・
制
定

■３月定例会で議決された令和４年度補正予算
会計名
(補正号数 ) 補正の主な内容 補正額 補正後の

予算額

一般会計
（第７号）

ふるさと蒲郡応援寄附金事業費
　　　　　　　 1 億 3,670 万円

8億 1,258
万円

407 億 8,197
万円

ふるさと蒲郡応援基金積立金
　　　　　　　 1 億 8,000 万円

障害者自立支援給付費等国庫負
担金等返還金　　926 万 7 千円

防災改修等支援事業費補助金
　　　　　　　　　　773 万円

障害児通所サービス費
　　　　　　　　　 3,000 万円

障害児入所給付費等国庫負担金
等返還金 　　　　　　287万円

生活保護費等国庫負担金等返還
金　　　　 1 億 3,005 万 1 千円

農業者原油価格・物価高騰対策
事業費 　　　　　　 7,475 万円

ため池改修等事業費
　　　　　　　 1,146 万 4 千円

漁業者原油価格・物価高騰対策
事業費 　　　　　　1,710 万円

急傾斜地崩壊対策事業負担金
　　　　　　　　  36 万 2千円

道路補修事業費　　  6,050 万円

ＬＥＤ照明導入工事費
（中学校）　 1 億 5,178 万 6千円

一般会計
（第８号）

新型コロナウイルスワクチン接
種事業費　　 　 5億 3,900 万円

5億 3,900
万円

413 億 2,097
万円

■陳　情

○庁舎内における職員への政党機関紙
　の勧誘・配達・集金を自粛するよう
　求める陳情
　提出者　　小林久尚、松下正夫
　審査結果　聞きおく
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